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1 はじめに
HTおI¥L文警は現在広く用いられている文芸書の lつであ
る.しかし，妥当性が確認できない HTML文警は，意
図しない表示をしてしまうこととなり問題がある.ゆえ
に， HT恥弘文書蓄の作成者は，その妥当性を確認する必要
がある.一方， HTML文芸書では，スクリプト言語を用い
てその一部を動的に生成することがある.しかし，スク
リプトはクライアント側で解釈されるため，スクリプト
を含んだ HTお仏文芸事の妥当性検証を文言整作成日寺に行う
のは難しい.同穫の妥当性検証を行う研究が過去に行わ
れているが [2]，用いられている言語が一般的ではなかっ
た.そこで本研究では，広く用いられている JavaScript
言語を対象として， JavaScriptを含むHTML文警の妥当
性検証を行う手法を提案する.本手法では， HTML文書芸
部分と JavaScript部分を個別に検証した上で，何者を組
みあわせた検証を行うことにより，どの部分に誤りが含
まれているかを正確に調べることが可能である.
2 XHTMLとJavaScript
HTl¥仏の構文は多様な解釈が可能であり，単純に検証
を行っても意味のないこともある.そこで本研究では，
より構文が厳密なXHTML文芸撃[1]を対象とする.一般
的に， JavaScript記述では任意のHTML文書蓄の断片を出
力することが可能で，その内容は動的に決定されるため，
文書を記述した時点で検証を行うことが難しい.
3 妥さ当性検証手法
提案する検託手法(図 1)の入出力は次の通りである.
入力:JavaScriptを含んだXHn.仏文書事
出力:検証結果(検証時に発見された違反)
図 1 妥当性検証手法の流れ
本手法は，構文解析→JavaScript評価→妥当性検証
の3つのフェーズから構成される.
(1) XH首位解析フェーズ
まず，既存の検証ツール向様， XHTML記述に対する
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検証を行う.具体的には，まず，入力されたXHTML
文書事に対してXML構文解析を行う.その結果，構文
エラーが存夜すれば，それを報告して終了し，なけ
ればDOMツリーの作成を行う.この時， JavaScript 
による記述は単なるテキストデータとみなす.次に，
作成したDOMツリーに対して， XHTMLのDTD定
義に基づいた妥当性検証を行う.その結果，もしエ
ラーが存在すれば，それを報告して終了する.
(2) J avaScript解析フェーズ
次に， JavaScriptで記述されたスクリプト部分に対す
る検証を行う.具体的には， DOMツリーに含まれる
スクリプト部分を抜きだし，インタプリタで評価し
てXHTML出力を得る.それに対して，前フェーズ
と同様のXML構文解析を行う.解析した結果が複
数のルート婆芸者を持つ場合には，それらを 1つにま
とめる別の親要素を追加する.これにより，解析結
果は必ず lつの DOMツリーとして表現される.
(3)妥当性検誌フェーズ
前2フェーズの結果を統合し，文書全体の検証を行
う.具体的には， (1)で生成したDOMツリーのうち，
スクザプトに相当する築紫を(2)で得られたDOMツ
リーと入れかえた新たな DOMツリーを作成し，こ
れに対して妥当性の検証を行う.もしエラーがあれ
ばそれを報告し，なければ文勢全体が妥当性を持つ
もの判断する.
4 まとめと今後の課題
JavaScriptを含むXHn.仏文書蓄の妥当性を検証する手
法について提案を行った.今回はXHTMLを対象とした
が，本手法はXHT恥仏だけでなく一般的なXML文書事へ
も応用できるものと考えている.現在，本手法の有効性
を確認するためにツールの試作を行っている.今後の課
題としては，セッション情報など，環境に依存してスク
リプトの出力が変化する場合にも対応した妥当性の検証
を行いたいと考えている.このためには， J avaScript解
析フェーズにおいてスクリプトのプログラム依存グラフ
を構築する必要があると考えられる.
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